
予算要求資料
令和２年度当初予算　支出科目　款：農業費　項：農業振興費　目：主要農作物対策費
	事業名　ぎふ米産地生産対策強化推進事業費


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　　　　　　　農政部　農産園芸課　米麦大豆係　電話番号：058-272-1111（内2862）

　　　　　　　E-mail：c11423@pref.gifu.lg.jp 

１　事業費　3,390千円（前年度予算額： 4,220千円）
＜財源内訳＞　
	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財産収入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	前年度
	4,220
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	4,220

	要求額
	3,390
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	3,390

	決定額
	3,390
	330
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	3,060


２　要求内容
（1） 要求の趣旨（現状と課題）
・全国半数の都道府県が食味ランキング最高位「特Ａ」を獲得する中、産地間競争に打ち勝つためには「特Ａ」の獲得および堅持が必須である。

・高温により早生・中生品種を中心に米が白く濁る障害が発生し、外観品質の低下がみられる。

・主食用米の需要が減少していることから、需要が伸びている用途の米生産や気象変動等に対応したぎふ米産地づくりを推進する必要である。
（２）事業内容

　　〇主食用米産地の技術強化
　・土壌診断結果に基づき省力で食味向上に資する肥効調節型肥料の普及

　・産地全体の生育状況を把握し、食味向上に資する施肥管理体系の確立
　　○新たな奨励品種の産地育成
　　　・品種「ほしじるし」の直播栽培技術の実施
　　　・新たな奨励品種（ほしじるし、あきさかり）の生産拡大支援

　　○需要が伸びている用途の米産地育成
　　　・新たな県育成系統を活用した米粉用米の産地創出

・米粉用米生産者と製造業者とのマッチング

・輸出用向け「ハツシモ」等の栽培技術体系の確立
○気象変動等に対応した産地づくりの検討
　　　・高温耐性の新品種の導入に向けた調査と栽培暦の作成
　　　・卸業者等と連携した新たなマーケットイン型の産地創出の検討

　　
（３）県負担・補助率の考え方

　 　 ・ぎふ米全体の評価を向上させる取組みであり、県負担は妥当。
（４）類似事業の有無　　　無
３　事業費の積算内訳
	事業内容
	金額
	事業内容の詳細

	報償費
	　　 50
	講師謝金

	旅費
	    512
	業務旅費、依頼旅費

	需用費
	    740
	実証消耗品費、調査燃料費等

	役務費
	    894
	郵便料、電話料、データ利用料

	委託料
	  1,128
	味度計検定、実証業務、品質分析など

	使用料
	　　 66
	会議室使用料など

	合計
	  3,390
	


	　決定額の考え方　

  財源については地方創生推進交付金の充当を見込み計上します。



４　参考事項
（１）各種計画での位置づけ
　　ぎふ農業・農村基本計画（Ｈ２８－３２）
　　２　売れるブランドづくり

　　　（１）水田農業の競争力強化
　①特徴ある米づくり
　　・食味ランキング最上位「特Ａ」獲得に向け、土壌管理や施肥体系の改善などにより良食味米栽培技術を確立・普及する。
　　・温暖化の影響に対応するため、高温に強く収量性に優れ、本県の気象や土壌条件に適した新たな品種の選定を進める。
事業評価調書
	□  新規要求事業　

	■  継続要求事業


	１　事業の目標と成果

	（事業目標）

・米の消費量が減少傾向にある中で、食味や外観品質などに着目し、様々な切り口から差別可能な売れる米づくりを推進する。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	米の食味ランキング（美濃ハツシモ）
	Ａ’
（H26）
	特Ａ
（H28）
	　Ａ
（H29）
	特Ａ
（H30）
	特Ａ
（R2）
	100％


	米の食味ランキング（美濃コシヒカリ）
	設定なし
（H26）
	特Ａ
（H28）
	特Ａ
（H29）
	特Ａ
（H30）
	特Ａ
（R2）
	100％


	米の食味ランキング（飛騨コシヒカリ）
	Ａ
（H26）
	特Ａ
（H28）
	特Ａ
（H29）
	Ａ
（H30）
	特Ａ
（R2）
	100％



○指標を設定することができない場合の理由
	


（前年度の取組）

	・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）

◆良食味米の栽培方法の確立

・施肥・管理等、良食味栽培実証ほの設置（１１カ所）
◆食味評価者育成研修会の開催
　第１回研修会　11月（開催予定）
第２回研修会　 2月（開催予定）
◆酒米・もち米の生産振興

・酒米栽培の省力化にむけた肥料試験の実施（１地区）

・生産者と実需者との情報交流会への出席（8/6　高山市）


（前年度の成果）

	・前年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果
　土づくり資材の施用など食味向上に寄与する実証試験を実施するとともに、米の食味評価に関する知識を向上する研修会の開催等により、平成３０年２月発表の米の食味ランキングで美濃ハツシモが「特Ａ」を取得した。


	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）

○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

〇
	米の消費量が減少傾向にあることから、需要が伸びている用途の米生産や気象変動等に対応したぎふ米産地づくりを推進する必要がある。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）

○
	米の食味ランキングにおいて、３産地品種銘柄全てで「特Ａ」を取得したことがあるが、産地間競争に打ち勝つためには「特Ａ」の獲得及び堅持が必須である。

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)

△
	米の食味度計を導入し、毎年の点検を実施して機器は活用しているが、円滑に全データを収集し、計測値の解析を行い、効率化を図る余地がある。


（今後の課題）

	・「特Ａ」評価維持のための主食用米産地の食味向上技術の強化と需要が伸びている用途の米産地の育成が必要である。



（次年度の方向性）
	・産地全体の食味向上技術の強化と新たな奨励品種の生産拡大。
・需要が伸びている用途の米産地の育成と気象変動等に対応した産地づくりを検討。



（他事業と組み合わせて実施する場合の事業効果）
	組み合わせ予定のイベント又は事業名及び所管課
	【○○課】

	組み合わせて実施する理由や期待する効果　など
	


